
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校でいちばん「躍動」すべきは生徒会活動

だと考えます。生徒が自ら考え企画し実行し、

自分たちの生活を向上させる。学校ごとに特色

ある活動が展開されます。しかし少子化が進み、

放課後の子どもたちは多くの役を兼任し、大変

忙しくなりました。部活動、係活動、学習会…。

少しずつ活動が固定化し例年決まった活動を繰

り返すようになってきました。そんな中、野田

生中生徒会は様々な活動において、去年をなぞ

ることはせずに、また、新たな活動にも臆せず

取り組んでいます。 

２０日（金）に今まで「いじめ撲滅集会」と

して活動してきた行事を１歩前に進め、「生徒

会集会」として進化させたのです。いじめはや

めよう、という活動がいじめゼロの本校には物

足りなく、人間関係においてもっと本質に迫る

ため、「仲間のことを深く知る」ことをねらい

としました。これまで取り組んできたピア・サ

ポート活動を活用し、今の自分たちにできる、

自分たちにしかできない集会を作り上げまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今回彼らの素晴らしい点は、 

 

１．「脚下照顧
きゃっかしょうこ

（足元を見て顧みること）」 

自分たちの現状を把握していること。 

２．自分たちで今必要なことを考え、実行に移

したこと。 

３．仲間を深く知ることを「楽しむ」活動で実

施したこと。 

 

この３点です。そして限られた短い時間の中

で準備をすすめました。当日朝に生徒会長に活

動の過程を伺うと、とても明るい笑顔で話すの

です。彼女の笑顔が仲間を深く知るときに皆を

照らすのだなと深く感動しました。 

 彼らの１歩は４月から９か月間もかけて身に

つけた力によるものです。生徒会３役が仕掛け

た大きな１歩に心から敬意を表します。 

 生徒たちが着実に成長していることを目の当

たりにして、あらためて保護者、地域の皆様の

ご支援に心より感謝申し上げます。 

 皆さま佳いお年をお迎えください。 

五月晴れ。その言葉がぴったりの青空の下、５

月２３日に令和８年の運動会を開催することがで

きました。 

今年の運動会のテーマは「一致団結～全力で走

り抜け！～」でした。開会式で話しましたが、テ

ーマを達成できるように頑張ってほしいと願って

生徒の競技を見守っていました。校長の目からは

見事テーマ内容を達成できた、大成功の運動会で

した。 

紅組、白組共に、競技中のチームメイトを応援

し、競技している選手はチームのために全力で走

っていました。生徒たちは競技した後、次の競技

の準備へと休む間もなくグランドを駆け巡ってい

ました。生徒自身で考えたアナウンスも生徒、観

客、共に盛り上げていました。生徒一人一人が、

自分の力を発揮し、まぶしいほど輝いて見えまし

た。私は競技中の写真撮影を担当しましたが、真

剣な眼差し、笑顔、体全体で表現している喜び、

嬉しさなど、運動会のような教育活動だからこそ

見ることができる、一人一人の活躍、輝きを間近

で見ることができました。その時の生徒たちの輝

きの一瞬を画像に記録しました。素人の撮影なの

で、数は少ないですが、パネルに貼って学校玄関

に掲示してあります。お互いの輝きをみて、達成 

校 訓  
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体 強い意志 たくましい体 

八雲町立野田生中学校 

八雲町立野田生中学校長 助川  剛  

 

第 3 号 

令和 8 年 5 月 29 日発行 

 

八雲町野田生 146-１ 

0137（66）2341 

学校ホームページ 

 

 

感を再確認し、次の目標の設定に役立ててほし

いです。 

 加えて、運動会大成功の要因は、当日の生徒

の頑張りのほかに２つあります。１つ目は、練

習と準備です。生徒たちは、より良い結果にな

るための作戦の話し合いと上級生が下級生のモ

チベーションを上げながらの練習に真摯に取り

組みました。その時には教職員たちが欠かせま

せん。生徒が自分たちの運動会をデザインすべ

く、練習と話し合いをしている生徒を見守り、

必要な時にアドバイスをしてくれていました。 

２つ目は、保護者と地域の方々です。来賓を

はじめ皆様の声援と積極的な競技参加によって

楽しい、みんなでデザインした運動会になりま

した。後片付けの時には、片づけに卒業生が参

加してくれました。 

保護者、地域、学校（教職員）は生徒を育て

るチームであると入学式の時に述べましたが、

まさに生徒を含めたチームで運動会を作ること

ができたと感じました。これからも保護者、地

域の皆様のお力を借りる時があります。その時

は本校の教育活動をご理解くださり、「チーム

野田生中」として生徒のためにご協力をお願い

します。 

全校よさこい 

ＰＴＡ綱引き 
紅白リレー 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSで地域の将来を協議 

５ 月 ２ １ 日 （ 木 ） に 野 田 生 中 学 校 コ ミ

ュ ニ テ ィ ・ ス ク ー ル 委 員 会 （ 学 校 運 営 協

議 会 ） を 開 催 し ま し た 。 協 議 の 場 で は 、

今 後 の 野 田 生 中 学 校 区 内 の 児 童 生 徒 数 の

推 移 を 資 料 に 、 将 来 の 地 域 の 在 り 方 に つ

い て 委 員 の 皆 様 か ら ご 意 見 を い た だ き ま

し た 。 簡 単 に 意 見 を 集 約 で き る 内 容 で は

あ り ま せ ん が 、 継 続  

し て 保 護 者 や 地 域 の  

皆 様 の 意 見 を 丁 寧 に  

伺 い ま す 。  

 

いじめ見逃しゼロの継続を 

＜６月の主な行事予定＞ 

１日（月） 

⚫ 全校朝会 

⚫ 教育相談① 

２日（火） 

⚫ 教育相談② 

４日（木）ジャージ登校 

⚫ 教育相談③ 

⚫ 移動図書 

⚫ ＣＳクリーン作戦 ＊予備日１２日（金） 

⚫ スクールカウンセラー来校（午後） 

⚫ 補助教材納入日（２回目） 

５日（金） 

⚫ ２年宿泊研修保護者説明会(15:00～) 

⚫ 花いっぱい運動 ＊予備日８日（月） 

９日（火）ジャージ登校 

⚫ ＣＳ田植え体験 ＊予備日１０日（水） 

１７日（水） 

⚫ 職員会議 

１８日（木） 

⚫ ＣＳ旗の波運動 

⚫ 眼科検診 

⚫ 補助教材納入日（３回目） 

２２日（月） 

⚫ 野田生CS地区教職員研修 

２３日（火） 

⚫ ２年八雲高校講話 

２４日（水） 

⚫ 中体連壮行式 

２５日（木）給食なし（１１：４５下校） 

⚫ 渡島中体連（バドミントン） 

⚫ 音楽部は軽食持参（１４：３０下校） 

２６日（金）給食なし（１１：４５下校） 

⚫ 渡島中体連（バドミントン） 

⚫ 音楽部は軽食持参（１４：３０下校） 

２７日（土） 

⚫ 渡島中体連（バドミントン） 

２９日（月） 

⚫ 専門委員会 

３０日（火） 

⚫ 中央委員会 

 

６月は地域連携に重点 

５ 月 実 施 の い じ め の 把 握 の た め の ア ン

ケ ー ト 調 査 の 概 要 を 公 表 し ま す 。 い じ め

対 策 で は 、 表 面 化 し て い な い 悩 み や 小 さ

な サ イ ン を 見 逃 さ な い こ と が 何 よ り 重 要

で す 。 今 後 も 、 生 徒 一 人 ひ と り が 安 心 し

て 学 校 生 活 を 送 る よ う に 日 頃 の 声 か け や

相 談 体 制 の 充 実 を 図 り 、 全 教 職 員 で い じ

め の 未 然 防 止 ・ 早 期 発 見 に 努 め て ま い り

ま す 。 些 細 に 感 じ る 点 で も 気 に な る こ と

は い つ で も 学 校 へ ご 相 談 く だ さ い 。  

⚫ 今年４月から現在まで「いじめに該当する行為で

嫌な思いをしたことがある」「友人が嫌な思いを

しているのを見たり、聞いたりしたことがありま

すか。」という回答は０件 

⚫ 「子ども相談支援センター電話相談紹介カード」

を「知っている」と回答した割合は１００％ 

⚫ 「学校いじめ防止基本方針の内容（学校がいじめ

を防止するために行っている取組）を知っていま

すか。」と回答した割合は昨年度に比べて大幅に

上昇したが、１００％ではなかった 

６ 月 の 行 事 で は ク リ ー ン 作 戦 や 田

植 え 体 験 、 旗 の 波 運 動 な ど 地 域 と 連

携 し た 活 動 に 力 を 入 れ ま す 。  

 

 ＣＳでの協議の様子 


